
― 83 ―

母島におけるシマホルトノキの果実の形態変異
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要　　　約

シマホルトノキは父島列島と母島列島に分布する固有木本種である。先行研究により、

父島列島では 2 つの遺伝的グループが湿性高木林と乾性低木林にそれぞれ分布することが

明らかになっている。一方で、母島列島では 1 つの遺伝的グループが湿性高木林のみに分

布していた。しかし、その後の調査により、母島南部の乾性低木林においてシマホルトノ

キの個体群が見つかり、母島列島においてもシマホルトノキが乾性低木林に分布すること

が明らかになった。さらに、母島島内の 4 地点で採取した果実の形態は、採取地点によっ

て異なっていた。これは、母島列島のシマホルトノキにおいても生育環境に対応した遺伝

的分化が生じている可能性を示唆している。

Ⅰ．はじめに
シマホルトノキ Elaeocarpus photiniifolia Hook. & Arn. は小笠原諸島固有の常緑高木で、

湿性高木林から乾性低木林まで幅広い環境に生育している。父島列島の弟島、兄島、父島

と母島列島の母島に分布する（豊田、2014）。一方、聟島列島と母島列島の属島（向島、平

島、姉島、妹島、姪島）では分布が確認されていない（清水、1993；1994）。そして、火山

列島にはシマホルトノキは分布せず、ホルトノキ Elaeocarpus sylvestris （Lour.） Poir. の変

種であるチギ Elaeocarpus sylvestris （Lour.） Poir. var. pachycarpus （Koidz.） H.Ohba が分

布する（豊田、2014）。

先行研究において、父島列島では遺伝的に分化した 2 つのグループ（湿性タイプ・乾性

タイプ）が存在し、それぞれが湿性高木林と乾性低木林に分かれて分布していることが明

らかになっている（Sugai et al., 2013）。その一方で、母島ではこれまで湿性高木林のみで

分布が確認され、1 つの遺伝的グループ（母島タイプ）が見つかっていた（Sugai et al., 

2013）。また、これまでに生育環境ごとの形態変異は報告されていなかった。

その後も継続調査を進めたところ、母島内の乾性低木林にも少数ながらシマホルトノキ

が分布することが分かった。そこで、本研究では母島列島の乾性低木林におけるシマホル

トノキの分布の把握を改めて行った。また、現地での観察において生育環境によって果実
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の形態に違いがある可能性があったため、母島島内の 4 地点においてシマホルトノキの果

実の形態を比較した。

Ⅱ．方法
1．野外調査・形態計測

2015 年 7 月～ 2016 年 10 月に母島南部の乾性低木林のエリアと母島属島（向島、姉島、

妹島、姪島）において、シマホルトノキの探索を行った。各個体の位置情報を GPS を用い

て記録し、樹高、胸高直径を測った。また、2016 年 10 月に母島の石門（北緯 26° 40’38”、

東経 142° 09’24”、標高約 320 m）、乳房山（北緯 26° 39’02”、東経 142° 10’08”、標高約 240 m）、

焼山（北緯 26° 38’14”、東経 142° 10’17”、標高約 70 m）、南崎（北緯 26° 37’20”、東経 142° 10’

44”、標高約 50 m）において結実個体を探索した。なお、石門と乳房山の植生は湿性高木

林、焼山と南崎の植生は乾性低木林にそれぞれ相当する（清水、2008）。各地点で見つかっ

た 1 ～ 5 個体の結実個体から 1 個体につき 20 粒の果実を採取し、果実の長径と短径をノギ

スで計測した。

2．統計解析

統計解析にはソフトウェア R version 3.4.1 を用いた（R Development Core Team, 2017）。

母島のシマホルトノキについて、果実の長径と短径の平均と標準偏差を求めた。果実の長

径を目的変数、果実の採取地を説明変数、果実の短径を共変数として、共分散分析と

Tukey の多重比較を行い、果実の形態がどのような要因に影響を受けているのかを調べた。

Ⅲ．結果
1．母島列島の乾性低木林におけるシマホルトノキの分布

母島南部の乾性低木林においては、焼山の東側斜面の約 80 m 四方にシマホルトノキが

20 個体見つかった。この個体群には、樹高 1.1 m の幼木から樹高 4.5 m に達する結実個体

まで含まれた。樹高の平均は 3.0 m、胸高直径の平均は 5.6 cm だった。一方、焼山よりも

南の乾性低木林においては、南進線の終点から南西に約 100 m の歩道沿いで 1 個体のみ見

つかった。樹高は 5.0 m、胸高直径は 11.7 cm で、結実も確認された。

母島属島での探索において、向島、姉島、姪島ではシマホルトノキは確認されなかった。

一方、妹島においては、1 個体のみ確認された。樹高は 5.0 m、胸高直径は 25.0 cm で、結

実も確認された。
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2．母島島内におけるシマホルトノキの果実の形態変異

母島島内の 4 地点から採取した果実について、長径と短径の平均と標準偏差は表 1 に示

した。湿性高木林である石門と乳房山の果実は長楕円体だったのに対し、乾性低木林であ

る焼山と南崎の果実はより球体に近かった（図 1）。共分散分析の結果、回帰直線の平行性

が認められ（p = 0.0543）、果実の短径と採取地点の交互作用はなく、果実の長径は採取地

点によって有意な違いがあった（p < 0.001）。多重比較を行ったところ、全ての採取地点間

　　　　図 1　�母島におけるシマホルトノキの果実の長径と短径の関係�
■：石門、▲：乳房山、□：焼山、△：南崎の果実をそれぞれ示す。

表 1　母島におけるシマホルトノキの果実の長径と短径

植生 採取地 個体数 果実数
長径（mm） 短径（mm）

平均 標準偏差 平均 標準偏差

湿性高木林
石門 5 100 20.35 1.25 13.69 0.93

乳房山 4 80 21.13 1.61 12.62 0.87

乾性低木林
焼山 3 60 15.49 2.24 13.60 2.14
南崎 1 20 14.04 0.51 13.07 0.48
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で有意な差があった（p < 0.001）。つまり、果実の長径は短径によって決まるだけでなく、

採取地点の影響を受けていることが明らかになった。

Ⅳ．考察
1．母島列島の乾性低木林におけるシマホルトノキの分布

母島南部の半島状に突き出た丘陵地には乾性低木林が広がっており、母島の大部分を占

める湿性高木林の主要構成種（シマホルトノキ、モクタチバナ Ardisia sieboldii Miq.、ウ

ドノキ Pisonia umbellifera （J.R. et G.Forst.） Seem. など）がほとんど生育していない（清

水、1994）。過去の植生調査においては、中ノ平と万年青浜の間の地点でシマホルトノキが

1 個体のみ確認されていた（清水、1994）。本研究において、母島南部を網羅的に探索した

ところ、半島の根元に位置する焼山においてシマホルトノキの個体群が新たに見つかった。

これまで母島においては湿性高木林のみでしかシマホルトノキの個体群が確認されていな

かったが、乾性低木林にも分布することが明らかになった。

また、これまで母島列島の属島では、シマホルトノキは見つかっていなかったが（清水、

1994）、本研究において妹島において 1 個体発見された。その個体は果実が多数結実してお

り、まだ発見できていない個体が他にも存在している可能性も考えられる。実際に、母島

に分布するハザクラキブシ Stachyurus macrocarpus Koidz. var. prunifolius Tuyama にお

いては、野外から採取した種子の遺伝子型を調べたところ、既知の野生集団には見られな

い対立遺伝子をもつものが含まれ、未知の繁殖個体の存在を明らかにした例もある（Kaneko 

et al., 2013）。今後は、野外調査と共に種子の親子解析が行われ、さらなる分布情報が明ら

かにされることが期待される。

2．母島島内におけるシマホルトノキの果実の形態変異

果実の形態はその年の気候などの影響を受けることが予想されるが、その変異は遺伝的

な要因が関わっている可能性も十分に考えられる。母島島内の 4 地点で採取した果実の形

態は、全ての採取地点間で有意な差があったが、概して、湿性高木林の果実は長径がより

長い長楕円体であったのに対し、乾性低木林の果実は長径がより短く球体に近い傾向が認

められた（図 1）。

本研究で明らかになった果実の形態変異は、母島列島のシマホルトノキにおいても父島

列島と同様に生育環境に対応した遺伝的分化が生じている可能性を示唆している。これを

明らかににするためには、母島列島の乾性低木林に生育するシマホルトノキの遺伝解析を

行い、既に存在が明らかになっている母島タイプ（母島の湿性高木林に分布する遺伝的タ
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イプ；Sugai et al., 2013）と比較する必要がある。今回、20 個体というある程度まとまっ

た個体数を確認できたことにより、集団遺伝学的な解析も可能になった。母島列島全体に

おけるシマホルトノキの遺伝学的背景を明らかにすることが今後の課題である。
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